































教授 岡田 善雄 教授高橋理明
論 文内容の要旨
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イルスのヌクレオカプνドが取り込まれるならば疑ウイルス粒子が形成され， S S PEウイルスの取扱
や生物学的解析が容易になるであろうことを期待して研究を行った。
[材料と方法]
1 細胞 ヒト胎児肺 (HEL)細胞を用いた。
2 ウイルス SSPEウイルス微研株を用いた。
3. CD シグマ社製を用いた。 DMSOで1昭/mlの濃度に溶解し， PBSで200μg/mlに希釈し，
メンプレンフィノレターでろ過滅菌後用いた。








































従来，亜急性硬化性全脳炎 (SS P E)ウイルスの感染細胞より感染性粒子を得ることは極めて困難
であった。サイトカラシンD (CD)は，一般に晴乳動物の細胞に作用して細胞膜に多数の突起を形成
させる性質がある O 本研究はCDのそのような性質を利用してSSPEウイルス微研株感染細胞より
1Q3.....105T C 1 Dω/mlの感染性粒子を誘出させることに初めて成功し，その誘出条件および粒子の性
状を明らかにしたものであり， S S PEのウイルス学的研究に貢献するところ著しいものがあると考え
るo
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